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冬の寒さもいよいよ正念場。今回は冬のカーライフを快適にできるアイテムのご紹介です♪

冬場は、シートと衣服の摩擦により静電気が起きやすくなっているので車の乗り降りの

際に静電気でバチッ！となる方も多いと思います。対策としては、車を降りる際に車の

金属部分を触ったまま降りると、体にたまった静電気が逃げてくれます！

クルマに乗り込む際には、コンクリートや木の壁などに触れて身体にたまった静電気を

逃がしてからドアノブに触れてみてください♪

☆冬を乗り切ろう！快適カーライフ☆

リモートスタート（エンジンスタート）
離れた場所でもリモコンを使用してエンジンの始動・停止が

できる製品です。例えば、寒い冬の日にリモートサポートを

操作すると、自動でフロントとリヤのデフロスター・デフォッ

ガー、ミラーヒーターが作動。忙しい出勤時など、霜取り

作業の手間が省けて便利です。

また、出発前にエアコンを入れれば、季節を問わず

いつでも快適に乗車できます！

☆ミニ情報☆ 車を降りる時の静電気対策!

シートヒーター機能
トヨタ車では「快適温熱シート」と記載されていること

が多いです。シートの内側にヒーターが内蔵されてお

り、寒い冬でも快適！エアコンよりも暖かくなるのが早

く、エンジンをかけるとあっという間にぽかぽか(*^^*)

エアコンと違い、風が出るわけではないので、乾燥に

敏感な方でも安心です✨車種やグレードによって、

標準装備であったり、オプション設定の場合も

ございますので、くわしくはスタッフまでお問い

合わせください。

スノー・レジャー用フロアマット
雪がよく降る地域の方や、この時期だとスキーやスノー

ボードなどのレジャースポーツがご趣味の方に

おすすめなのが、スノー・レジャー用フロアマットです。

通常のフロアマットより縁や溝が高めの形状

なので、靴などについた雪が溶けても

フロアやズボンのすそが濡れにくい構造に

なっています！

スマートキー一体タイプ



通常は外の空気を車内に入れる外気導入をONにしておくことをオススメします。

2019年12月から厳罰化！ STOP！ながら運転

強化された罰則内容

運転中に、通話やスマートフォン等の画面を

注視するといった、いわゆる「ながら運転」

による死亡事故が相次ぐなど危険な運転

が社会問題化しており、罰則強化を求める

声が上がっていました。これを受け、2019

年12月1日から改正道路交通法が施行さ

れ、「ながら運転」への罰則が強化されま

した。

1点➡３点
違反点数 反則金 ※普通車の場合

ハンズフリー通話自体は

違反対象にはならないけど、

イヤホンなどの着用時に事故を

起こしてしまった場合は

安全運転義務違反になる

可能性があるよ

ハンズフリーでの通話も

ダメなのかしら？

「ながら運転」の対象となる行為

スマートフォン・携帯電話を

保持した状態での通話・操作
スマートフォン・携帯電話・

カーナビの画面注視

一瞬の不注意が

大きな事故につながります。

危ないので携帯電話は

車を停めてから使用して

下さいね！

毎年12月に開催される、今年の1台を選ぶ

イベント「日本カー・オブ・ザ・イヤー」にお

きまして、トヨタの『ＲＡＶ４』が大賞である

「イヤー・カー」に選ばれました！

3種類の4WDシステムや最新のプラットフォー

ムの組み合わせによる走りは快適性、楽しさ

ともに秀逸！またラゲージも広く、使い勝手

も良好と各方面からご好評を頂いておりま

す（＾▽＾）✨

カローラ広島では新車全店でＲＡＶ4が試

乗頂けますので、ぜひこの機会にお近くのカ

ローラ店にお立ち寄りください♪

※酒気帯びの場合

15点

6ヶ月以下の懲役または

10万円以下の罰金

罰則

1点➡６点
違反点数 ※酒気帯びの場合は16点で免許取消

1年以下の懲役または

30万円以下の罰金

罰則

運転中に携帯電話などで通話した・スマホ・カーナビの画面を注視した場合

ながら運転により事故を起こした・危うく事故を起こしかけた場合

１発免停

罰則適応

ＲＡＶ４ カー・オブ・ザ・イヤー受賞！


